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棒頭部癌に対して醇全摘兼自家部分牌移植術を施行した 6 例を対象とした。移植勝の容積は全勝の 25--40% 
(平均 36 %)であった。移植勝は大腿部皮下に埋没されており，騨液はポリエチレン製チューブを介して完全外痩と
されている O 術後 3 --11 カ月(平均 5.5 カ月)日の早朝空腹時に以下の検査を施行した。ソマトスタチン誘導体 (S
MS 201-995) を皮下注射し， 1 時間後に総合経腸栄養剤を経口摂取させた。 SMS 201-995 の投与量は，体重 1kg
当り 0.039 ， 0.156 , 0.625 , 2.5μg の 4 用量とし，対照として生理食塩水を皮下注射した。皮下注射前 1 時間より 5 時
間にわたり末梢静脈血ならびに牌液を採取した。血糖値，血衆インスリン(IRI)値，血紫コレシストキニン (CCK)
値，血紫セクレチン値，醇液量，牌液中重炭酸イオン濃度，アミラーゼ濃度，リパーゼ濃度を測定した。経口摂取前





①血糖値は，経口摂取後初期において各投与量間で有意差を認めなかった。中期以降の血糖値は， 0.156 , 0.625 , 2.5 
μg/kg の SMS 201-995 の投与時には，対照に比し有意に高値であった。②インスリンの基礎分泌は， 0.156 , 0.625 , 
2.5μg/kg の SMS 201-995 の投与により対照に比し有意に抑制された。③経口摂取後のインスリン初期分泌量を示
すヱムIRI 値は， 0.156 , 0.625 , 2.5μg/kg の SMS 201-995 の投与時には，対照に比し有意に低値であった。中期な
らびに後期では，各投与量聞に有意差を認めなかった。④勝液ならびにアミラーゼの基礎分泌は 0.625 ， 2.5μg/kg ， 
重炭酸ならびにリバーゼの基礎分泌は， 2.5μg/kg の SMS 201-995 の投与により対照に比し有意に抑制された。⑤
棒液，重炭酸，アミラーゼ，リバーゼの経口摂取後の初期分泌量は， 0.625 , 2.5μg/kg のSMS 201-995 の投与時に
は，対照に比し有意に低値であった。中期における梓液ならびに重炭酸の分泌量は 0.625 ， 2.5μg/kg，アミラーゼ分
泌量は2.5μg/kg の投与時には，有意に低値であった。後期の分泌量は，各投与量聞に有意差を認めなかった。
⑥CCK の基礎分泌は， SMS 201-995 の投与により抑制されなかったが，経口摂取後の CCK 初期分泌量を示すヱムC
CK 値は， 0.625 , 2.5μg/kg のSMS201-995 の投与時には，対照に比し有意に低値であった。中期ならびに後期の分
泌量は，各投与量聞に有意差を認めなかった。⑦経口摂取後初期のCCK 分泌量を示す L D. CCK 値とアミラーゼ分泌





1.経口摂取後初期のインスリン分泌は 0.156μg/kg 以上，牌液分泌は 0.625μg /kg 以上の SMS201-995 の投与
により抑制され，外因性ソマトスタチンによるインスリン分泌抑制は騨液分泌抑制よりも低用量で発現することが
示された。
2. 経口摂取後初期の CCK 分泌量とアミラーゼ分泌量の間に有意の正の相関が示された。このことより，ソマトス
タチンの枠外分泌抑制の機序のーっとして， CCK 分泌抑制を介することが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，外因性ソマトスタチン (SMS 201-995) の騨内分泌機能ならびに勝外分泌機能に対する抑制作用の差
異を，両機能を同時に観察できる自家部分解移植症例において明かにしたものであるO 試験食投与を行った結果，外
因性ソマトスタチンによるインスリン分泌抑制は梓液分泌抑制よりも低用量で発現することが示された。また経口摂
取後の CCK 分泌量とアミラーゼ分泌量の聞に有意の正の相関を認め，ソマトスタチンの勝外分泌抑制機序のーっと
して CCK 分泌抑制を介することが示唆された。これらの結果は，外因性ソマトスタチンの騨内外分泌機能に対する
抑制作用の差異について新しい知見を加えるものであり，ソマトスタチンの臨床応用の一助となるもので学位に値す
ると考える。
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